
線形代数（再履修） — 正則行列 （2010 年度後期 担当：佐藤）

問題 6.1. 行列

A =

 1 0 2
3 1 −1
2 1 −2

 , A′ =

 −1 2 −2
4 −6 7
1 −1 1

 ,

B =

 3 2 2
2 0 1
−2 1 −1

 , B′ =

 −1 4 2
0 1 1
2 −7 −4


について，以下の問に答えなさい．

(1) A′ が Aの逆行列であることを確かめなさい．
(2) B′ が B の逆行列であることを確かめなさい．
(3) AB および B′A′ を計算しなさい．
(4) (B′A′)が (AB)の逆行列であることを確かめなさい．
(5) BAおよび A′B′ を計算しなさい．
(6) (A′B′)が (BA)の逆行列であることを確かめなさい．

問題 6.2. A,B を零行列でない正方行列とする．このとき，AB = Oならば，Aも B も
正則行列でないことを示しなさい．

問題 6.3. 次の各行列は 3次の基本行列である．各行列の逆行列を求めなさい*1．

(1)


c 0 0

0 1 0

0 0 1



(4)


0 1 0

1 0 0

0 0 1



(7)


1 c 0

0 1 0

0 0 1



(10)


1 0 0

c 1 0

0 0 1



(2)


1 0 0

0 c 0

0 0 1



(5)


0 0 1

0 1 0

1 0 0



(8)


1 0 c

0 1 0

0 0 1



(11)


1 0 0

0 1 0

c 0 1



(3)


1 0 0

0 1 0

0 0 c



(6)


1 0 0

0 0 1

0 1 0



(9)


1 0 0

0 1 c

0 0 1



(12)


1 0 0

0 1 0

0 c 1


*1 これらの行列を 3 × n 行列 A に左から掛けることがどのような行基本変形に対応しているかを考えて，
逆行列を求めなさい（基本行列についてはプリント p.10, 11 を参照せよ）．
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